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（将来像・目指す姿） 

ベアリング業界は、これまでも自主的に「ベアリング業界の低炭素社会実行計画」を作成

し、ベアリングの製造において CO2 排出削減を実行してきました。また、ベアリング製品

は、自動車、産業機械、電気機械を始めとするあらゆる機械の回転部分に使用され、機械の

性能、品質を左右する機械要素部品で、省エネルギーそのものを機能としています。回転軸

を正確かつ滑らかに回転させ、摩擦によるエネルギー損失や発熱を低減させるなど、ベアリ

ング製造各社はその性能を高めてきました。 

これからも、当業界は国およびユーザー業界との協調を図りつつ、ベアリングの製造段階

での省エネルギー・CO2 排出削減の取組み、ベアリングが組込まれた様々な機械が使用され

る段階での省エネルギー・CO2 排出削減の取組み、工場から発生する廃棄物のリサイクルな

ど循環型社会形成に向けた取組みを通じて、2050 年カーボンニュートラルの達成に向けて

貢献していきます。 

 

（将来像・目指す姿を実現するための道筋やマイルストーン） 

当工業会は上記の方針に基づき、以下の取組みを行うことにより、2030 年度にベアリン

グ製造（Scope1、2（注１））における CO2 排出量を 2013 年度比 38％削減に努めます。また、

ベアリングの使用段階において、ベアリングの小型・軽量化、長寿命化、低トルク化による

性能向上によりユーザー製品の CO2 排出削減に貢献します。 

【生産活動における省エネルギー・CO2 排出削減の取組み】 

・工場における改善活動による省エネルギー・CO2 排出削減の推進 

・生産技術の革新的な開発・導入、高効率設備の導入 

・工場から発生する排熱などのエネルギー回収・利用の推進、燃料転換の推進 

・再生可能エネルギーの導入・推進 

【ベアリングの技術開発・製品設計の取組み】 

・小型・軽量化、長寿命化、低トルク化によるエネルギー使用量削減 

・リサイクルしやすい製品設計の推進 

・革新的な技術開発の推進 

【循環型社会形成に向けた取組み】 

・工場から発生する廃棄物の再資源化による最終処分量の削減 

・包装材の簡素化、リターナブル容器の拡大などによる梱包資材使用量の削減 

 

（注１）Scope1 とは、事業者自らによる温室効果ガスの直接排出(例：燃料の燃焼)。Scope2 とは、他社から供給され

た電力、熱・蒸気の使用に伴う間接排出。 

 

以上 


